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中央公民館で、「子どもちゃれんじ教室」

のお菓子づくり教室が開かれ、小学生20人

が参加しました。この日はバレンタインデー

にちなんでチョコレートを使ったクレープの

茶巾風とブラウニーケーキを作りました。

それぞれのテーブルに分かれた子どもたち

は、ほかの小学校の人と情報交換したり、ク

レープの皮がきれいに薄く焼けて歓声を上げ

たりとにぎやか。調理室はチョコレートの焼

ける甘い香りに包まれました。できたお菓子

は家に持って帰りました。

公民館でお菓子作り

男女共同参画社会について考えるイベント

が町人権センターで開催され56人が参加し

ました。

この催しは、県の男女共同参画地域づくり

事業の一環として、松阪県民センター管内の

市町と公募委員により企画されたものです。

この日はアイリス明和の寸劇、参加者らの

フリートーク、そして「自分らしく生きる」

と題した秋山則子さん（三重みなみ子どもネ

ットワーク理事長）の講演が行われ、共に男

女共同参画について考えました。

男女共同参画社会を考える

ふるさと
会館北

側の畑で
、めいわ

いきいき
ちゃれん

じきっず
「農作物

をつくっ
て食べよ

う！」が
開催され

、

町内の
親子14

組

がダイコ
ンやキャ

ベツなど
の冬野菜

を収穫し
ました。

この事業
は宝くじ

助成を受
け、多気

郡農業協
同組合営

農セ

ンターの
協力で、

町青少年
育成町民

の会と教
育委員会

が共催

したもの
。５月に

募集し、
年間５回

農作業に
参加。サ

ツマイ

モのつる
苗植え、

落花生の
種まきに

始まり、
夏にはキ

ャベツ

やハクサ
イの種ま

きなどを
行い収穫

をすると
いうもの

です。

最終回の
この日、

中央公民
館で野菜

ソムリエ
の西井高

美さ

ん（松阪
）を講師

に迎え、
野菜の特

徴や生育
について

話を聞

きました
。その後

親子で調
理をし、

みんなで
食事をし

ました。

大きなダ
イコンが

とれたよ
！１

27

１
20

２
３
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平成８年
から、祓

川の美化
や水質・

水量・

不法投棄
の調査な

どの活動
を行って

いる祓川

環境美化
推進協議

会（桐井
惠一代表

）の皆さ

んが、漕
代駅付近

の祓川で
倒木の伐

採を行い

ました。

この日は
、同協議

会のほか
に松阪市

の稲木

町環境ボ
ランティ

ア21（
高木　守

代表）な

どの協力
も得て、

34人が
３隻の舟

に分乗。

チェーン
ソーなど

で川にせ
り出した

枝を伐採

したり、
川底に沈

んでいる
倒木を除

いたりし

て、景観
を美しく

しました
。

祓川の倒
木処理

いつきのみや歴史体験館で、紅花を使った

草木染教室が開かれ18人が参加しました。

この日は染織家の小田洋子さんを講師に迎

え、参加者は染色液作りから体験。藁灰の灰

汁に浸した紅花を絞り、約１時間かけて色素

を採り出しました。その後、絹の布を染色液

に20分ほど浸し屋外で風にさらすと、きれ

いな桃色に染め上がりました。

参加者は、自分が染め上げたスカーフやハ

ンカチを手に、お気に入りの一枚ができたと

満足そうでした。

ベニバナで草木染め

江戸時代から馬之上地区に伝わる獅子舞が

同地区で行われました。この神事は悪霊退

散・家内安全などを祈るもので、神楽組の青

年たちにより受け継がれています。

この日は、早朝から同地区内の円明寺に集

まり、氏神跡で舞い初めをした後、各戸を回

り門舞しをしました。門舞しを終えると寺に

戻り、住民らの見守るなかで「送り獅子」を

舞い、最後はみんなで地区の南北２つの山神

を巡って村内の安全などを祈り、一日の神事

を終えました。

馬之上の獅子舞

町の無形民俗文化財に指定されている「お

頭神事」が同地区内の正念寺などで行われま

した。お頭とは獅子の頭を模した仮面のこと

で、世襲される６人の「ねぎさん」と呼ばれ

る人が中心となって行います。昔は各戸を回

る門舞しをしましたが、今では寺の庭で全戸

分の「陰舞い」を一括して舞います。また、

夜になると「えべすおどりしようや、いでさ

らしようや」とはやしたてながら地区内の広

場に出て、集まった人と獅子がもみ合って悪

魔払いをし、村内の安全を祈願しました。

お頭神事

２
10

２
11

２
102

12



午
後
１
時

30
分
〜
６

時
■
応
募
資
格

児
童
の
健

全
育
成
に

情
熱
が
あ
り
、
通
勤
可
能
な
人

■
応
募
方
法

履
歴
書
を
福
祉
課

へ
提
出

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（

TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

4

明
和
中
学
校
が

全
日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会
で
７
位
入
賞

昨
年
10
月
15
日
、
全
国
１
３

８
の
会
場
で
開
催
さ
れ
た
平
成

18
年
度
全
日
本
通
信
珠
算
競
技

大
会
（

（社）
全
国
珠
算
教
育
連
盟

主
催
・
文
部
科
学
省
後
援
）
で
、

明
和
中
学
校
が
団
体
総
合
競
技

中
学
生
の
部
で
、
７
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
の
競
技

は
、
全
国
１
位
を
目
指
し
て
多

く
の
個
人
や
団
体
が
参
加
。
今

回
は
１
６
７
５
団
体
と
１
万
１

４
７
６
人
の
個
人
が
競
技
に
参

加
し
ま
し
た
。
小
学
校
４
年
生

以
下
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
・
一
般
の
部
門
に
分
か

れ
て
技
を
競
い
、
全
国
集
計
の

結
果
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。

競
技
に
参
加
し
た
３
人
は

「
目
標
に
し
て
き
た
全
国
ト
ッ
プ

10
入
り
が
で
き
て
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

団
体
戦
メ
ン
バ
ー
は
松
本
希

歩
さ
ん
（
１
年
生
）
・
西
尾
咲

那
さ
ん
（
２
年
生
）
・
二
本
杉

紗
知
さ
ん
（
３
年
生
）
で
し
た
。

座
振
替
で
一
括
し
て
前
納
す
る

と
、
現
金
払
い
で
は
、
３
０
０
０

円
の
割
引
額
、
口
座
振
替
で
は
３

５
５
０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

（
６
カ
月
前
納
も
口
座
振
替
が
有

利
で
す
）

現
金
で
の
前
納
は
、
４
月
に
郵

送
さ
れ
る
納
付
書
で
期
限
ま
で
に

金
融
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
平
成

19
年
３
月
20
日
必
着
で
社
会
保
険

事
務
所
へ
の
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日
は
４
月
30
日
（
今

年
は
４
月
末
日
が
休
日
の
た
め
５

月
１
日
）
で
す
。

な
お
、
既
に
口
座
振
替
で
前
納

さ
れ
て
い
る
人
は
、
届
け
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割
（
当

月
保
険
料
の
当
月
末
引
き
落
と

し
）
の
割
引
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険

料
の
翌
月
末
引
き
落
と
し
）
は
定

額
保
険
料
で
す
が
、
口
座
振
替
を

早
割
に
す
る
と
50
円
が
割
引
に
な

り
ま
す
。
早
割
制
度
を
申
し
込
み

す
る
と
翌
月
末
の
初
回
の
口
座
振

替
に
て
２
カ
月
分
の
保
険
料
（
従

平
成
19
年
４
月
か
ら
平
成
20
年

３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
万
４
１
０
０
円
で
す

が
、
平
成
29
年
度
ま
で
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
（
引
き
上
げ
額
は
、
今

後
の
賃
金
上
昇
率
に
よ
っ
て
変
化

し
ま
す
）

国
民
年
金
保
険
料
お
支
払
い

は
口
座
振
替
が
お
得
で
す
。

①
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に

す
る
と
割
引
額
が
増
え
ま
す
。

平
成
19
年
度
分
の
保
険
料
を
口

保険料・４月からは
月額１万4,100円です

前
の
保
険
料
と
50
円
割
引
さ
れ
た

保
険
料
）
が
引
き
落
と
し
に
な
り
、

そ
の
後
の
毎
月
の
保
険
料
が
50
円

割
引
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
口
座
振
替
の
申
込
用
紙

（
振
替
方
法
の
変
更
も
同
じ
申
込

用
紙
と
な
り
ま
す
）
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
事
務
所
・
町
民
課
に
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
保
険
年
金

係
（

TEL
52-

７
１
１
４
）
へ
。

３月分 

４月分 

５月分 

４月末日 

５月末日 

６月末日 

３月分 

４月分 

５月分 

４月末日 

５月末日 

保険料 引落日 保険料 引落日 

●通常の口座振替 ●早割制度の口座振替 

※口座振替日は、月末が金融機関の非営業日の場合は翌営業日。 

４月分以降の保険料から50円割り引き 

平成19年３月中に申し込みをした場合 

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

町
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
勤
務
先

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

児
童
室

■
時
間

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
を
募
集



5

町
で
は
、
役
場
な
ど
で
事
務
の

補
助
を
す
る
臨
時
事
務
補
助
員
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
臨
時
職
員
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
任
用
は
、
各
職
場

で
臨
時
職
員
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
、
随
時
行
い
ま
す
。
任
用
条

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
勤
務
先

役
場
お
よ
び
隣
接
公

共
施
設

■
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

■
賃
金

日
額
５
８
０
０
円
程
度

■
登
録
資
格

①
平
成
19
年
４
月

１
日
現
在
で
、
年
齢
が
満
18
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
②
高
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
③

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
な
ど
）
が
で
き
る
人

■
募
集
期
間

随
時
登
録
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

■
登
録
方
法

①
総
務
課
で
任

用
・
登
録
要
領
と
登
録
申
請
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
②
臨
時
職
員
任

用
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
本

人
に
連
絡
（
ほ
か
へ
の
就
職
な

平成19年第１回臨時会が１月18日に開かれ、行財

政改革を推進するため町の機構や農業委員会の委員

定数の見直しに関連する条例など、５議案が審議可

決されました。

u明和町課設置条例の一部を改正する条例　２月１

日から行財政改革推進室を新設するための改正で

す。

u明和町農業委員会の委員の定数に関する条例の一

部を改正する条例　選挙で選ばれる農業委員定数

を25人から20人に減ずるための改正です。

u農業委員会委員の選挙区および各選挙区において

選挙すべき委員の数に関する条例を廃止する条例

旧斎明、旧三和地区に分かれていた選挙区を一本

化するため、廃止します。

u農業委員会の部会構成の定数に関する条例を廃止

する条例　農地部会、農政部会に分かれていた部

会制を一本化するものです。

u三重県後期高齢者医療広域連合設立の協議につい

て　新しく始まる「後期高齢者医療制度（75歳以

上）」の運営を県内市町で一本化して処理するため、

関係市町が広域連合組織の設立を進めることにつ

いて議決を得たものです。

平成19年　第１回町議会臨時会

行財政改革推進室の新設や
農業委員定数の見直しなど関連５議案を可決

ど
で
登
録
を
取
り
消
す
場
合
は

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細

は
登
録
時
に
説
明
）

■
本
庁
職
員

●
課
長

総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室

長
　
寺
前
和
彦
（
総
務
課
長
）
▽

企
画
課
長
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

長
　
東
川
克
文
（
企
画
課
長
）
▽

学
校
教
育
課
長
兼
人
権
教
育
係
長

津
田
　
隆
（
学
校
教
育
課
長
）

●
係
長

総
務
課
主
幹
兼
総
務
係
長
　
西

口
和
良
（
企
画
課
主
幹
兼
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
長
）
▽
行
財
政
改
革

推
進
室
主
幹
兼
行
財
政
改
革
推
進

室
係
長
　
北
岡
和
成
（
総
務
課
主

幹
兼
総
務
係
長
）

●
係行

財
政
改
革
推
進
室
主
任
　
青

木
大
輔
（
総
務
課
主
任
）

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
（

TEL
52-

７
１
１
１
）
へ
。

 
広報めいわ　広報めいわ　2007年３月号年３月号 広報めいわ　2007年３月号 

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,168人　 

11,187人　 

11,981人　 

7,500世帯 

２月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

17人 

18人

63人

47人 

１月中の異動 

臨
時
職
員
の
登
録
者

を
募
集

【
お
知
ら
せ
】

２
月
１
日
か
ら
、
行
財
政

改
革
推
進
室
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

※
詳
し
く
は
、
同
室
（

TEL

52-
７
１
１
０
）
へ
。

■
小
学
校

●
調
理
員

下
御
糸
小
学
校
　
南
山
英
子

（
上
御
糸
小
学
校
）

■
退
職
者

杉
山
芳
弘
さ
ん
（
学
校
教
育

課
主
幹
兼
人
権
教
育
係
長
）
▽

中
谷
洋
子
さ
ん
（
下
御
糸
小
学

校
主
査
）

町
職
員
の
人
事
異
動

２
月
１
日
付
け
（

）
内
は
前
任
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

賞
品
の
交
換
方
法

ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
が

７
個
ま
た
は
15
個
集
ま
っ
た
人

で
、
ま
だ
賞
品
交
換
を
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
次
の
と
お
り
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

■
交
換
締
め
切
り
日

３
月
30
日

（金）
■
と
こ
ろ
　
人
権
セ
ン
タ
ー
・
学

校
教
育
課
（
役
場
２
階
）
＝
平

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
▽
ふ
る
さ
と
会
館
＝
土

曜
・
日
曜
を
含
む
開
館
時
間
内

■
そ
の
ほ
か
　
夜
間
に
し
か
都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事
前
に

学
校
教
育
課
（

TEL
52-

７
１
２

３
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
午
後
５
時
30
分
か
ら
午
後
10

時
ま
で
の
間
に
、
総
合
体
育
館

で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
手
配
し

ま
す
）

■
今
年
度
の
対
象
行
事
　
ま
な
び

す
て
〜
し
ょ
ん
企
画
「
命
・
愛

を
テ
ー
マ
と
す
る
読
あ
そ
び
＆

講
演
会
〈
３
月
４
日
開
催
〉
」

と
生
涯
学
習
家
庭
教
育
講
演
会

「
自
然
か
ら
教
育
を
学
ぶ
〈
３

月
10
日
開
催
〉」

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
。

●ふれあいツアーの参加者を募集
廃止になる伊勢湾フェリー常滑航路に乗って出

かけよう！

■とき 人権センター出発＝３月26日（月） 午

前８時45分・帰着＝午後６時30分

■ところ 中部国際空港（セントレア）ほか

■内容 施設見学ほか

■定員 40人（先着順）

■参加費 2,000円（旅行保険料を含む）

■対象者 20歳以上の町民

■申し込み ３月12日（月）～16日（金） 午前

９時～午後５時までに人権センターへ

●連続着付け教室
毎月１回着付け教室を実施しています。

■とき ３月10日（土） 午前10時～12時

■ところ 人権センター

●太極拳サークル
毎月２回太極拳サークルを開催しています。

■とき ３月14日（水）・28日（水） 午後１時

～２時30分

■ところ 人権センター

■そのほか　参加希望者は、スポーツ保険に加入

する必要があるため、事前に連絡してください

人権センター今月の講座案内

人
権
セ
ン
タ
ー
で

和
菓
子
作
り
教
室

人
権
セ
ン
タ
ー
で
１
月
31
日
、

和
菓
子
作
り
教
室
が
開
催
さ
れ
23

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
ひ
と
・
ま
ち
・

ふ
れ
あ
い
企
画
「
楽
し
い
手
作
り

教
室
」
の
一
環
で
、
講
師
は
町
内

で
製
菓
業
を
営
む
、
西
山
　
肇
さ

ん
（
大
淀
）
と
松
田
俊
男
さ
ん

（
金
剛
坂
）。

参
加
者
は
、
練
り
き
り
の
作
り

方
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
木
型
を

使
い
マ
ツ
や
ツ
バ
キ
の
形
に
型
押

し
し
た
り
、
あ
ん
を
生
地
で
く
る

み
込
む
こ
つ
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
包
ん
だ
も
の
に
木
の
へ
ら
を

使
っ
て
筋
を
入
れ
、
キ
ク
の
花
に

か
た
ど
っ
た
り
し
て
、
上
和
菓
子

の
作
り
方
の
初
歩
を
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。

生
涯
学
習
子
育
て
講
演
会

「「
自自
然然
かか
らら
教教
育育
をを
学学
ぶぶ
」」
をを
開開
催催

【
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
企
画
】

「
ジ
ュ
ゴ
ン
の
嫁
と
り
物
語
」

や
「
タ
イ
は
恋
を
す
る
と
赤
く
な

る
」
な
ど
鳥
羽
水
族
館
で
の
動
物

や
魚
た
ち
の
話
が
聞
け
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
10
日

（土）

開

場
＝
午
後
１
時
30
分
　
開
演
＝

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
集
会

場
■
講
師
　
中
村
幸
昭
さ
ん
（
鳥
羽

水
族
館
名
誉
館
長
）

■
定
員
　
２
５
０
人

■
参
加
費
　
無
料
（
整
理
券
不
要
）

■
そ
の
ほ
か
　
手
話
通
訳
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
託
児
希
望
者
は
、

２
月
28
日

（水）
ま
で
に
生
涯
学

習
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

（
TEL
52-

７
１
２
４
）
へ
。
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－－ 消さないで　あなたの心の　注意の火消さないで　あなたの心の　注意の火－－
春の全国火災予防運動が、３月１日（木）から１週間、実施さ

れます。

この時季は、乾いた強い風が吹き、空気が乾燥することから火

災が発生しやすく、毎年、尊い人命や貴重な財産が多く失われて

います。

このような火災を１件でも少なくしていくことを目的にこの運

動を実施します。

住宅防火　命を守る　７つのポイント
【３つの習慣】

①寝たばこは絶対にやめる

②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する

③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

【４つの対策】

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する

②寝具や衣類への着火を防ぐために、防炎製品を使用する

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する

④高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を

つくる

あなたの大切なものを奪っていく火災、ちょっとした注意、ち

ょっとした心がけで防ぐことができます。

※詳しくは、松阪地区広域消防組合明和消防署（TEL52-5600）へ。

３月１日（木）～７日（水）

春季全国火災予防運動
交
通
事
故
相
談
窓
口
で
は
交
通

事
故
巡
回
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

松
阪
市
役
所

（
安
全
防
災
課
）
＝
偶
数
月
の

第
１
金
曜
日
（
４
月
６
日
・
６

月
１
日
・
８
月
３
日
・
10
月
５

日
・
12
月
７
日
・
平
成
20
年
２

月
１
日
）
▽
伊
勢
市
役
所
（
秘

無
料
交
通
事
故
巡
回
相
談
を
開
催

書
広
報
課
）
＝
奇
数
月
の
第
３

水
曜
日
（
５
月
16
日
・
７
月
18

日
・
９
月
19
日
・
11
月
21
日
・

平
成
20
年
１
月
16
日
・
３
月
19

日
）
開
設
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜

３
時

■
料
金

無
料

■
そ
の
ほ
か

予
約
は
不
要
。

相
談
時
間
を
有
意
義
に
使
う
た

め
、
相
談
者
は
交
通
事
故
の
状

況
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
、
事
故
証
明
、
説
明
書
な
ど

の
書
類
を
事
前
に
準
備
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
県
生
活
部
交
通
安

全
室
（

TEL
０
５
９
―
２
２
４
―

２
４
１
０
・
フ
ァ
ク
ス
０
５
９
―

２
２
８
―
４
９
０
７
）
へ
。

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

み
ん
な
で
ま
ち
を
明
る
く
安
全
に
！

〜
一
戸
一
灯
運
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
〜

●
一
戸
一
灯
運
動
っ
て
何
？

各
家
庭
で
門
灯
や
玄
関
灯
を

朝
ま
で
点
灯
し
ま
し
ょ
う
！
と

い
う
運
動
で
す
。

●
ど
う
し
て
朝
ま
で
点
灯
す
る

の
？深

夜
は
と
か
く
危
険
で
す
。

犯
罪
者
は
見
ら
れ
る
こ
と
を
最

も
嫌
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
朝
ま

で
点
灯
し
、
深
夜
も
明
る
く
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
や
事

故
を
未
然
に
防
止
す
る
の
が
狙

い
で
す
。

●
防
犯
灯
・
街
路
灯
を
も
っ
と

た
く
さ
ん
設
置
す
れ
ば
い
い
の

で
は
？

そ
う
で
す
。
街
路
灯
や
防
犯

灯
の
設
置
を
促
進
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
し
か
し
、
予
算
の

問
題
な
ど
が
あ
っ
て
、
今
す
ぐ

の
増
設
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
よ
り
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
努
力

も
必
要
で
す
。
今
す
ぐ
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
！

●
で
も
電
気
代
が
心
配
な
ん
だ

け
ど
…
。

確
か
に
電
気
代
は
か
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
20
㍗
の
電
球
を

毎
日
10
時
間
つ
け
た
場
合
の
１

カ
月
の
電
気
代
は
、
約
１
３
０

円
で
す
。

一
戸
の
一
灯
は
点
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
が
広
が

れ
ば
、
点
は
面
と
な
り
、
や
が

て
、
町
全
体
が
明
る
く
な
り
ま

す
。み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

犯
罪
や
事
故
の
な
い
「
安
全
で

安
心
な
ま
ち
」
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
！

全
国
各
地
で
「
一
戸
一
灯
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
明

和
町
で
も
広
げ
て
い
き
た
い
運
動
で
す
。

 
広報めいわ　広報めいわ　2007年３月号年３月号 広報めいわ　2007年３月号 
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家電 
４品目 

そのほかの家電 

粗大ごみ 

タイヤ 
ホイール付き 

タイヤだけ 

分別の種類 投棄量 

テレビ 27台 

冷蔵庫 3台 

洗濯機 13台 

エアコン 1台 

約3㌧ 

約1㌧ 

バッテリー 36個 

ガラス 

瓶類 
約1㌧ 

缶類 約1㌧ 

可燃ごみ 約3㌧ 

がれき類 約2㌧ 

鉄くず 740㌔ 

産業廃棄物（農機具類、 
廃プラスチック、自動 
車等部品など） 

51本 

12本 

パソコン 3台 

 

町
か
ら
不
法
投
棄
を
な
く
し
、

ご
み
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
不
法
投
棄

防
止
強
化
月
間
中
の
１
月
25
日
か

ら
30
日
に
か
け
て
、
大
淀
か
ら
下

御
糸
海
岸
堤
防
沿
い
に
捨
て
ら
れ

た
不
法
投
棄
物
の
撤
去
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
27
日
に
は
、
下
御
糸
漁

港
で
、
前
日
ま
で
に
不
法
投
棄
現

場
か
ら
撤
去
し
た
ご
み
の
分
別
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

呼
び
掛
け
で
集
ま
っ
た
参
加
者

は
地
域
住
民
・
町
環
境
美
化
推
進

委
員
会
・
町
建
設
業
協
会
・
国
土

交
通
省
・
県
・
町
関
係
者
な
ど
、

総
勢
約
１
５
０
人
。
天
候
に
恵
ま

れ
た
こ
の
日
、
大
勢
の
参
加
者
に

手
際
よ
く
分
別
さ
れ
た
不
法
投
棄

物
は
、
上
表
の
と
お
り
で
し
た
。

29
日
に
は
国
・
県
・
町
・
建
設

業
協
会
な
ど
関
係
者
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
処
理
先
に
搬
送
し
処
理

を
終
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

不不不不
法法法法
投投投投
棄棄棄棄
物物物物

分分分分
別別別別
・・・・
撤撤撤撤
去去去去
作作作作
業業業業
をををを
実実実実
施施施施
！！！！

○
口
座
振
替
を
取
り
扱
う
金
融
機
関

多
気
郡
農
協
・
百
五
銀
行
・
県
信
漁
連
本
店
・
三
重
信
用
金
庫
・

第
三
銀
行
・
中
京
銀
行
・
三
重
銀
行
・
郵
便
局

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

通
帳
お
よ
び
通
帳
の
届
け
出
印
を
持
参
し
、
税
務
課
ま
た
は
右
記

金
融
機
関
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
町
税
な
ど
の
支
払
い
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
庶
務
管

理
係
（

TEL
52-

７
１
１
３
）
へ
。

平
成
18
年
度
の
年
度
末
に
な

り
ま
し
た
。
税
金
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
忘
れ
て
い

た
と
き
は
早
急
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
納
付
書
を
紛

失
さ
れ
手
元
に
な
い
場
合
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
税
務
課
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、

福
祉
、
医
療
、
介
護
、
教
育
、
道

路
や
公
共
施
設
な
ど
の
建
設
・

維
持
管
理
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
に

な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
、
納
期

限
内
に
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

町
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と
、

延
滞
金
の
徴
収
や
財
産
（
給

与
・
不
動
産
等
）
差
押
え
な
ど

の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま

で
に
納
付
さ
れ
な
い
と
、
法
律

に
基
づ
い
た
滞
納
処
分
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

納
付
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ

ど
延
滞
金
が
増
え
、
滞
納
さ
れ

た
人
の
負
担
は
大
き
く
な
り
ま

す
。
納
付
書
が
届
い
た
ら
納
期

限
内
に
、
督
促
状
な
ど
が
届
い

た
ら
す
ぐ
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
生
活
困
窮
な
ど
の
理

由
で
、
税
金
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
役
場
税
務
課
ま

で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
で
！



9

 
広報めいわ　広報めいわ　2007年３月号年３月号 広報めいわ　2007年３月号 

全体区域 

平成16年以前より供用開始区域 

平成17年４月より供用開始区域 

平成18年４月より供用開始区域 

平成19年４月より供用開始区域 

凡　　　例 

４月から公共下水道（フレックスプラン）の
供用開始区域が広がります

公共下水道事業（明和処理区）供用開始区域概要図

明和町公共下水道（フレックスプラン）明和処理区は、

全体計画145㌶の内、４月１日から約８㌶の供用開始を図

り、これまでの供用開始分と合わせて約97㌶の区域で公

共下水道が使用できるようになります。

４月１日からの供用開始区域は大字斎宮（上図参照）で、

供用が開始された区域の人は、速やかに排水設備工事をお

願いします。

申請手続き、工事の実施は、明和町が指定する排水設備

工事店（町ホームページ掲載）で行い、下水道に接続して

ください。

排水設備設置「下水道法第10条第１項」の規定により、

供用開始区域の人は供用開始の公告があった日から起算し

て３年以内に設置しなければなりません。

水洗便所の改造義務「下水道法第11条第２項」の規定

により、くみ取り便所のある建築物を所有する人は、その

便所を水洗便所に改造しなければなりません。

新築・増築・改築される人については、「建築基準法第

31条」により、設置する便所を水洗便所（公共下水道区

域内）以外の便所としてはなりません。

特に平成16年４月以前の供用開始区域の人は３年以上

経過しますので、至急排水設備工事を実施

していただくようお願いします。

■下水道使用料について

排水設備の接続工事が完了し、町の検査を受けた後、下水

道が使用できるようになります。また、維持管理に必要な費

用を下水道使用料として納めていただくことになります。

使用料の算定方法は１世帯当たりの人数で計算し、一般

家庭の場合は次のとおりです。

●１カ月の下水道使用料＝「基本料金　1,575円」＋

「525円×人数」

事業所は、流入人口（処理対象人員算定基準により算定）

を基に設定します。

当区域内で新築および宅地化しようと考えている人、ま

た供用開始区域の確認など、上下水道課にご相談ください。

※詳しくは、上下水道課（TEL52-7120）へ。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

みみ
んん
なな
でで
来来
てて
なな
！！

漁漁
師師
祭祭
りり
とと
ざざ
いい
しし
ょょ
市市

町
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会
で

は
、
下
記
の
と
お
り
催
し
物
を
開

催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
ざ
い
し
ょ
市
〉

■
と
き
　
３
月
17
日

（土）

午
前

10
時
〜
午
後
６
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
イ
オ
ン
明
和
ジ
ャ
ス

コ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

■
内
容
　
「
我
が
家
の
つ
け
も
ん

自
慢
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
新
鮮

野
菜
や
海
産
物
な
ど
の
地
元
の

1111日に日に
いつきのみや梅まつりいつきのみや梅まつり

■とき ３月11日（日） 午前９時

45分～午後２時30分

■ところ 斎宮歴史博物館南ふるさ

と広場

■内容 19年度斎王選考会同時開催。

新旧斎王のお披露目と引継ぎ式。

甘酒の振る舞いや特産品の販売。

野点、琴などの演奏会

※詳しくは、観光協会（T E L 5 2 -
0055）へ。

４月１日から浄化槽の法定検査（11条検査）に浄化

槽の機能が的確に発揮されているかを数値で把握する

ため、水質検査としてＢＯＤ検査を導入するとともに

従来の外観検査項目の重点化を図る新検査方式を導入

します。これに併せて下記のとおり検査料金の改定も

行われることになりました。

法定検査（11条検査）料金（円）

●浄化槽の維持管理

浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水をきれいに

する施設で、定期的な維持管理が必要です。

具体的には、浄化槽法で次のことが義務付けられて

います。

①微生物の管理や付属機器の点検（保守点検：家庭用

年３～４回）

②槽内にたまった汚泥の引き抜き（清掃：年１回以上）

③浄化槽が正常に機能しているかを総合的に判断する

ための検査（法定検査：年１回）

●浄化槽法の改正

浄化槽法が改正（平成18年２月１日施行）され、浄

化槽からの放流水についての水質基準や浄化槽の使用

を廃止した場合の使用廃止届の提出が定められるとと

もに、法定検査を受検しない場合の罰則規定が定めら

れました。

●法定検査の申し込み先

（社）三重県水質保全協会（TEL059-226-0010）

浄化槽の維持管理が不十分な場合、悪臭の発生、汚

れた水の流出につながり、川や海の汚濁の原因になり

ます。浄化槽の維持管理を確実に行い、一人ひとりの

力できれいな川や海を守りましょう。

※詳しくは、環境課（TEL52-7117）または松阪農林
商工環境事務所環境室環境課（TEL0598-50-0530）へ。

４月１日から新検査

浄化槽の法定検査（11条検査）に新方式導入

人槽 20人 
以下 

301～ 
500人 

21～ 
100人 

101～ 
300人 

501人 
以上 

新
料
金 

単独 
浄化槽 

合併処理 
浄化槽 

現
行
料
金 

単独 
浄化槽 

合併処理 
浄化槽 

3,800 8,000 15,000 17,000 24,000

5,000

8,000 15,000 17,000 24,000

9,500 17,000 18,500 26,000 

物
産
や
黒
米
お
は
ぎ
・
ア
ナ
ゴ

ず
し
な
ど
の
販
売
。

〈
漁
師
祭
り
〉

■
と
き
　
３
月
24
日

（土）

午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
ブ
ラ
イ
ト
ガ
ー
デ
ン

明
和
・
特
設
会
場

■
内
容
　
大
淀
港
で
捕
れ
た
魚
介

類
の
販
売
や
各
種
揚
げ
物
惣
菜

実
演
販
売
な
ど

※
詳
し
く
は
、
町
特
産
品
振
興
連

絡
協
議
会
（

TEL
52-

０
０
５
５
）
へ
。
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広報めいわ　広報めいわ　2007年３月号年３月号 広報めいわ　2007年３月号 

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ３月 1 4 日

（水）＝平成16年８月生まれ、
４月26日（木）＝平成16年９
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 ３月９日（金）＝
平成17年８月生まれ、４月13日

（金）＝平成17年９月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 ３月16日（金）＝
平成15年８月生まれ、４月20日

（金）＝平成15年９月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談

●とき・対象者 ３月 2 3 日

（金）＝乳幼児で月齢は不問
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分、午後１時30分～２時

30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・

電話番号を前日までに保健福祉

センターへ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ

１月16日 
～２月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

53件 

13件 

16人 

0人 

40件 

87件 

21件 

25人 

0人 

66件 

－4件 

＋3件 

＋5人 

重傷者数 0人 1人 －1人 

－1人 

－7件 

■町内の交通事故発生状況（平成19年２月15日現在） 

～油断せず　いつも心に　初心者マーク～ 

0（－1） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 0（－2） 

17（＋4） 1（±0） 

16（＋7） 

■町内の刑法犯認知件数（平成19年１月１日～31日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

〈
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
〉

●
上
野
自
治
会
　
遊
園
地
遊
具
整

備
●
山
大
淀
自
治
会
　
山
車
・
太
鼓

整
備

●
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
葱そ

う

華か

輦れ
ん

・
の
ぼ
り
・
衣
裳
整
備

●
前
野
自
治
会
　
屋
外
放
送
設
備

整
備

●
川
尻
地
区
　
防
犯
灯
６
灯

●
中
村
地
区
　
防
犯
灯
４
灯

●
志
貴
地
区
　
防
犯
灯
18
灯

〈
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業
〉

め
い
わ
い
き
い
き
ち
ゃ
れ
ん
じ

き
っ
ず
「
農
作
物
を
つ
く
っ
て
食

べ
よ
う
」（
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

防
犯
灯
。

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
の
普
及
・
広
報
事
業
と

し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
や
青
少
年
健

全
育
成
助
成
事
業
の
支
援
を
う
け
、
町
で
は
18
年
度
事
業

と
し
て
多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宝宝
くく
じじ
助助
成成
金金
でで

各各
種種
事事
業業
をを
実実
施施
しし
まま
しし
たた

整備された上野自治会遊園地遊具。



労働保険（労災保険・雇用保険）

の平成18年度確定保険料と平成19

年度概算保険料の申告と納付は、４

月１日から５月21日までです。

なお、平成19年度の年度更新から

石綿（アスベスト）健康被害救済の

ための「一般拠出金」の申告・納付

が始まります。

説明会は下記のとおりです。

■とき ４月13日（金）
■ところ 松阪コミュニティー文化

センター

※詳しくは、三重県労働局総務部労

働保険徴収室（津市島崎町327-2・

TEL059-226-2100）へ。

三重県では次のとおり奨学生を募

集します。

【応募資格】
●海外に留学する人で、平成19年４

月１日現在、次に掲げる要件に該

当する人

①１年以上継続して三重県に住所を

有する人、またはその子など

②外国籍の人で、下記のいずれかの

条件を満たす人

ア　出入国管理および難民認定法

別表第２に定める「永住者」

「日本人の配偶者等」「永住者の

配偶者等」「定住者」の在留資

格を有し、１年以上継続して三

重県に住所を有する人

イ　上記「ア」の子などで、出入

国管理および難民認定法別表第

２に定める「永住者」「日本人

の配偶者等」「永住者の配偶者

等」「定住者」の在留資格を有

する人

ウ　日本国との平和条約に基づき

日本の国籍を離脱した者などの

出入国管理に関する特別法の

「特別永住者」で、１年以上継

続して三重県に住所を有する人

エ　上記「ウ」の子などで、出入

国管理および難民認定法別表第

２に定める「永住者」「日本人

の配偶者等」「永住者の配偶者

等」「定住者」の在留資格、ま

たは日本国との平和条約に基づ

き日本の国籍を離脱した者など

の出入国管理に関する特別法の

「特別永住者」

●県内大学などの外国人留学生

●平成19年４月１日現在35歳未満

であること

【給付区分と給付額と給付人数】
在籍する大学等の年間授業料で次

に掲げる額を上限とする額（１年目）

①私費留学生 年間120万円（10人

以内）

②大学間交換留学生 年間84万円

（10人以内）

③外国人留学生 年間60万円（10

人以内）

【応募期間】
３月５日（月）～４月25日（水）

※詳しくは、（財）三重県国際交流
財団（〒514-0009 津市羽所町700

番地・アスト津３階　TEL059-223-
5006・ファクス059-223-5007・ホ

ームページ＝http://www.mief.or.

jp/）へ。
三重県私費留学生奨学
金受給者募集

事業主さん！労働保険
の更新をお願いします
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前

後が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が

微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川

の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊してい

る微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、

汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

9.3

9.4

7.6

1.1

3.8

6.0

7.0

7.6

6.4

採水日（１月10日） 

祓　川（下御糸橋） 1.0

0.8

1.1

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
め
い
わ
２
月
号
の
記
事

中
、
氏
名
に
左
記
の
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。４

ペ
ー
ジ
出
初
め
式
の
記
事
中

第
３
段
３
行
目

●
誤
＝
石
田
真
也

●
正
＝
石
田
伸
也

４
ペ
ー
ジ
成
人
式
の
記
事
中
８

行
目

●
誤
＝
濱
口
俊
也

●
正
＝
濱
口
峻
也

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

任
期
満
了
に
伴
う
、
三
重
県
知
事
お
よ
び
県
議
会
議
員

の
選
挙
が
、
４
月
８
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

投
票
当
日
、
都
合
が
悪
い
人
は
、
事
前
に
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

■
投
票
場
所
　
役
場
１
階
研
修
室

■
投
票
期
間
　
告
示
日
の
翌
日
か
ら
（
知
事
＝
３
月
23
日

（金）

▽
県
議
会
議
員
＝
３
月
31
日

（土）
）
投
票
日
の
前

日
ま
で

■
投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
そ
の
ほ
か
　
簡
単
な
書
類
の
記
入
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
印
鑑
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
・

TEL

52-

７
１
１
１
）
へ
。

４
月
８
日
投
票

三
重
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙



斎宮地域の歴史探訪をしながら、

みんなで楽しく、自然の中を歩きま

せんか！

■とき ３月25日（日） 受付＝

午前８時30分、出発＝９時

■集合場所 斎宮歴史博物館南駐車

場（野外ステージ側）

■コース 約６㌔。竹神社跡や小倉

社跡などの歴史探訪をしながら、

祓川沿いを歩き、タナゴの生息地

を見学するコース。

※詳しくは、町民課（TEL52-7114）
へ。

町みどりの少年隊では、隊員を募

集します。

自然を守り育てる活動に参加して

みませんか。

■入隊資格 明和町に在住する小学

校３年生以上の児童

■目的 いろいろな活動を通して、

明和町の歴史・自然について学

び、これを愛し、守り育てていく

心を養う

■代表 須賀恒彦さん

■平成18年度の活動 斎王まつりで

緑の募金活動・花いっぱい運動

（コスモスの種まき）参加・イモ

掘り・卒入隊式ほか

■そのほか 指導者（同隊の目的に

理解のある人）も募集

※詳しくは、みどりの少年隊事務局

（産業課農政係内・TEL52-7118）へ。

（社）日本損害保険協会では、交通
事故に関する相談を受け付けます。

〈電話相談〉

■とき 月曜日～金曜日（祝祭日は

除く） 午前９時～正午と午後１

時～５時

〈弁護士相談〉

■とき 毎週木曜日　午後１時～４

時（予約が必要）

※詳しくは、（社）日本損害保険協
会四日市自動車保険請求相談センタ

ー（朝日生命四日市ビル７階・四日

市市諏訪栄町1-12・TEL059-353-
5946）へ。

防衛省では、自衛官未経験者を対

象に、普段は社会人や学生としてそ

れぞれの職業に従事しながら、所要

の教育訓練を経た後、予備自衛官と

して任用される予備自衛官補を募集

しています。

■募集資格 一般公募　18歳以上

34歳未満の男女u技能公募　18

歳以上で保有する技能に応じて

53歳～55歳未満の男女

■試験日 ４月14日（土）・15日
（日）・16日（月）のうち１日
■試験会場 陸上自衛隊久居駐屯地

ほか

■採用後の教育訓練 一般公募　3

年以内に50日の召集訓練u技能

公募　２年以内に10日の召集訓

練（いずれも訓練召集手当を支給）

■申込締切日 ４月９日（月）
※詳しくは、自衛隊三重地方協力本

部（TEL059-228-4722・ホームペ
ージ＝http://www.mie.plo.jda.go.jp/）

または、伊勢地域事務所（TEL23-
3880）へ。

県では、へき地医療、小児・産婦

人科医療に携わる意思のある医学

生、大学院生、臨床研修医・専門研

修医を対象に修学資金などを貸与し

ます。また、へき地医療機関などへ

転任する医師に対しても研究資金を

貸与します。

いずれも一定期間、県内指定医療

機関などで勤務した場合は返還が免

除されます。

※詳しくは、県健康福祉部医療政策

室（TEL059-224-3370）へ。

三重県土地家屋調査士会では毎月

2回、無料登記相談会を行っていま

す。不動産の調査・測量・登記に関

することや、境界標の問題などお気

軽にご相談ください。来所または電

話で相談できます。

■とき 毎月第２・第４火曜日　午

後１時～４時

■ところ 三重県土地家屋調査士会

館（津市上浜町6-155-1）

※詳しくは、三重県土地家屋調査士

会（TEL059-227-3616・ファクス
059-225-2930）へ。

無料登記相談会のご案
内

医師修学資金などの利
用希望者を募集

防衛省が予備自衛官補
を募集

交通事故無料相談をご
利用ください

みどりの少年隊の隊員
を募集

自然の中を歩こう！
25日に健康ウオーク

13

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・×

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・12期

●介護保険料・12期



14

ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ３月25日（日） 午後２時～＝絵本

「いちごばたけのちいさなおばあさん」、紙芝居

「モモちゃんがあかちゃんだったとき」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】

５日(月)・12日(月)・19日(月)・21日(水)・26日(月)
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

５日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
19日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●古代の香り体験 ～お香の話と練香づくり～

京都の香老舗から講師を招き、香の歴史を学び、

練香づくりを体験します。香木などの天然香料の粉

末を丸薬状に練り上げたお香です。オリジナルの香

りを作りましょう。

■とき ３月10日（土） 午後１時～３時

■参加費 2,800円

■定員 40人

●機織り体験（麻・絹）
草木染の糸を使ってランチョンマットを織ります。

■とき ３月21日（祝） 午前10時～正午・午後

１時30分～３時30分

■参加費 麻＝1,300円・絹＝1,600円

■定員 麻＝４人・絹＝２人

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）
へ。
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海
外
旅
行
を
し
た
人
が
「
外
国
に
行
っ
て
、
日
本

人
と
し
て
一
番
恥
ず
か
し
い
こ
と
は
、
英
語
を
話
せ

な
い
こ
と
よ
り
、
自
国
の
文
化
を
知
ら
な
い
こ
と
だ
」

と
言
っ
て
い
た
。
私
た
ち
が
、
毎
日
お
世
話
に
な
る

お
箸
。
こ
の
箸
に
つ
い
て
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

用
途
に
よ
り
形
や
材
質
が
違
う
。
作
法
が
あ
る
。
そ

し
て
、
資
源
を
大
切
に
と
使
い
捨
て
箸
は
使
わ
ず
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を
持
ち
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き
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写
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に
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ー
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る
だ
け
で

は
、
い
い
写
真
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れ
な
い
。
光
の
方
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を
見
て
陰

の
で
き
具
合
を
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え
、
被
写
体
の
動
き
を
予
測
し
て

レ
ン
ズ
の
絞
り
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
計
算
、

そ
し
て
一
瞬
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
待
つ
。
一

枚
の
写
真
を
撮
る
の
に
緻
密
な
計
画
を
立
て
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
世
の
中
計
算
ど
お
り
に
は
い

か
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
の
で
あ
る
。

■最大震度別地震回数（平成19年１月11日～２月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

59 22 9 0 0 0 0 0 0 90

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・福祉センター

スポーツを通して、仲間づくりや地域の人た

ちとの交流をしていきたいと、２年前に発足し

ました。フライングディスク、レク卓球など障

害者スポーツ指導員さんやボランティアの皆さ

んと一緒に楽しんでいます。昨年は、メンバー

から２人が全国障害者スポーツ大会の三重代表

に選ばれ、フライングディスクで金メダルを獲

得しました。

毎月（１月・６月は休み）第１日曜日の午前

10時～12時、上御糸小学校で仲間が集まって楽

しんでいます。私たちと一緒にスポーツを楽し

みたい人、一度見学に来てください。ボランテ

ィアさんも募集中！です。

障害者スポーツサークル「きらら」

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町役場TEL52-7115
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0596
※お気軽に、まずはお電話してください。


